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Ｑ
制
度
を
創
設
し
た
理
由

を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ
近
年
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
よ
る
被
害
は
増
加

し
、
今
後
も
そ
の
傾
向
は
続

い
て
い
く
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

本
紙
で
も
注
意
喚
起
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
医
療
機
関

も
例
外
で
は
な
く
、
医
療
機
関

を
標
的
と
し
た
ラ
ン
サ
ム
ウ

ェ
ア
攻
撃
やEmotet

を
始
め

と
す
る
標
的
型
メ
ー
ル
攻
撃

が
多
発
し
て
お
り
、
医
療
提

供
体
制
に
影
響
を
及
ぼ
す
ケ

ー
ス
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

日
本
医
師
会
と
し
て
も
こ

う
し
た
事
態
を
深
刻
に
受
け

止
め
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
Ａ
①
会
員
（
病
院
・

診
療
所
の
開
設
者
、
管
理
者
）

を
対
象
に
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
一
助
と
な

れ
ば
と
考
え
、
基
礎
的
な
支

援
策
と
し
て
、
本
制
度
を
創

設
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

し
て
は
、
よ
り
専
門
的
な
観

点
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
先
生
方
の

要
望
に
応
じ
て
、
専
門
事
業

者
〔
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
事
業

者
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
発

生
に
際
し
原
因
究
明
な
ど
の

た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
残
さ
れ
た
証
拠
を
調
査
す

る
専
門
事
業
者
）
、
弁
護
士
〕

の
ご
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
実
際
に

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
れ
て
い
な

く
て
も
、
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
ど
の
よ
う

に
進
め
れ
ば
良
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
ご
相
談
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
一
般
的
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
に
は
対
応
し
て
い
な
い

こ
と
、
ご
相
談
は
お
電
話
で

の
対
応
の
み
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

緊
急
相
談
窓
口
の
利
用
に

当
た
っ
て
は
、
Ａ
①
会
員
の

先
生
方
ご
本
人
に
加
え
て
、

勤
務
医
の
先
生
方
や
職
員
の

方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
可

能
と
し
て
い
ま
す
が
、
電
話

口
で
日
本
医
師
会
Ａ
①
会
員

が
開
設
・
管
理
す
る
医
療
機

関
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
Ａ
①
会

員
名
、
医
療
機
関
名
、
所
在

地
、
医
籍
番
号
（
６
桁
）
も

し
く
は
日
本
医
師
会
の
会
員

番
号
（
10
桁
）
が
分
か
る
も

の
を
事
前
に
ご
用
意
願
い
ま

す
。

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
強

化
に
向
け
た
無
料
サ
イ
ト

（Tokio Cyber Port

）
の
活

用
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
会
員
登
録
を

行

っ

て

頂

く

だ

け

で

（https://tokiocyberport. 

tokiomarine-nichido.

co.jp/cybersecurity/s/

か
ら
登
録
可
能
）、
東
京
海

上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

が
運
営
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
情
報
発
信
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
無
料
（
一
部
サ

ー
ビ
ス
は
有
料
）
で
ご
活
用

頂
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
最
新
記
事
を
閲
覧
で
き
る

だ

け

で

な

く
、

機

関

紙

『Cyber 
Risk 

Journal

』

や
「
標
的
型
攻
撃
メ
ー
ル
訓

練
サ
ー
ビ
ス
」「
従
業
員
実
践

テ
キ
ス
ト
」
等
の
提
供
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す

る
意
識
の
向
上
や
予
防
が
重

要
で
あ
り
、
ぜ
ひ
、
そ
の
活

用
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
一
時
支

援
金
・
個
人
情
報
漏
え
い
一

時
支
援
金
制
度
」
で
す
が
、

Ａ
①
会
員
が
開
設
・
管
理
す

る
医
療
機
関
に
お
い
て
、
本

年
６
月
１
日
以
降
に
被
害
が

発
生
し
た
際

に
、
初
期
対
応

を
支
援
す
る
費

用
と
し
て
一
時

金
を
お
支
払
い

す
る
も
の
で

す
。例

え
ば
、
上

図
に
お
示
し
し

た
と
お
り
、
サ

イ
バ
ー
攻
撃
を

受
け
た
場
合

や
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
よ
っ
て

個
人
情
報
が
漏

え
い
し
た
場
合

に
は
初
期
対
応

を
支
援
す
る
費

用
と
し
て
10
万

円
を
、
加
え
て

サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
受
け
た
影
響

に
よ
り
、
１
日
以

上
休
業
〔
サ
イ
バ

ー
攻
撃
を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
新

規
患
者
（
初
診
料

の
算
定
対
象
）
の

診
察
業
務
を
一
切

停
止
し
た
場
合
も

含
む
。
ま
た
、
再

診
等
そ
の
他
の
診

察
を
実
施
し
て
い

て
も
休
業
と
見
な

す
〕
し
た
場
合
に

は
、
追
加
で
５
万

円
を
お
支
払
い
し

ま
す
（
厚
生
労
働

省
へ
の
届
出
が
要

件
）。サイ

バ
ー
攻
撃

一
時
支
援
金
の
対

象
事
例
と
し
て
は
、
「
メ
ー

ル
に
添
付
さ
れ
て
い
た
添
付

フ
ァ
イ
ル
を
開
い
て
し
ま

い
、Emotet

等
に
感
染
し
た
」

「
不
正
ア
ク
セ
ス
等
に
よ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
改
ざ
ん
さ

れ
た
」
「
マ
ル
ウ
ェ
ア
に
感

染
、
電
子
カ
ル
テ
が
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
」
な
ど
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
起
因
し
な
い
個
人
情
報
漏

え
い
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
初
期
対
応
を
支
援
す
る

Ｑ
最
後
に
会
員
の
先
生
方

に
一
言
お
願
い
し
ま

す
。

Ａ
本
制
度
は
、
限
ら
れ
た

原
資
に
よ
っ
て
創
設
し

た
制
度
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

Ａ
①
会
員
の
み
を
対
象
と
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
Ａ
①
会
員
が
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
い
医
療
機
関
は
ご

利
用
に
な
れ
な
い
こ
と
を
ご

承
知
お
き
願
い
ま
す
（
東
京

海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会

社
が
運
営
す
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
情
報
発
信
サ
イ

ト
に
関
し
て
は
、
ど
な
た
で

も
利
用
可
能
）
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
イ

バ
ー
リ
ス
ク
保
険
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
よ
り
発
生
し
た
損
害

賠
償
責
任
や
費
用
損
害
に
関

す
る
補
償
等
を
行
う
も
の
で

は
な
い
こ
と
に
ご
留
意
願
い

ま
す
。

日
本
医
師
会
で
は
、
今
後

も
、本
制
度
を
始
め
と
し
て
、

医
療
機
関
に
お
け
る
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
に

一
層
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
す
。
会
員
の
先
生
方
に
は

日
頃
か
ら
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

対
す
る
備
え
に
努
め
て
頂
く

と
と
も
に
、
今
回
の
制
度
創

設
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、

ぜ
ひ
、
そ
の
活
用
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

長
島
常
任
理
事

「
日
本
医
師
会
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

                        

支
援
制
度
」の
活
用
を

　

日
本
医
師
会
で
は
「
日
本
医
師
会
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
支

援
制
度
」
を
創
設
し
、
本
年
６
月
１
日
よ
り
そ
の
運
用
を
開
始
し

て
い
る
。
今
号
で
は
、
本
制
度
を
創
設
し
た
背
景
や
具
体
的
な
支

援
策
に
つ
い
て
、
担
当
の
長
島
公
之
常
任
理
事
に
説
明
し
て
も
ら

っ
た
。

は

　い

は

　い

は

　い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

開設・管理する医療機関がサイバー攻撃を受けましたか？

サイバー攻撃により
1日以上休業をしましたか？

サイバー攻撃以外での個人情報
漏えいが発生しましたか？

図　一時支援金対象可否フローチャート

サイバー攻撃
一時支援金
15万円
お支払

（パターン①）

サイバー攻撃
一時支援金
10万円
お支払

（パターン②）

個人情報漏えい
一時支援金
5万円
お支払

（パターン③）

お支払対象外

Ｑ
本
制
度
に
よ
っ
て
、
ど

ん
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
の
で
す
か
？

Ａ
本
制
度
は
、
（
１
）
日

本
医
師
会
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
相
談
窓
口

（
緊
急
相
談
窓
口
）
、
（
２
）

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
強
化
に

向
け
た
無
料
サ
イ
ト
（Tokio 

Cyber Port

）
の
活
用
、（
３
）

サ
イ
バ
ー
攻
撃
一
時
支
援

金
・
個
人
情
報
漏
え
い
一
時

支
援
金
制
度

―
と
い
う
三

つ
の
サ
ポ
ー
ト
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

緊
急
相
談
窓
口
（

０
１

２
０
─

１
７
９
─

０
６
６
）
は
、

年
中
無
休
で
午
前
９
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
、
無
料
で
何

度
で
も
ご
利
用
頂
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

窓
口
で
は
、
ネ
ッ
ト
接
続

の
不
具
合
や
ウ
イ
ル
ス
感
染

等
の
日
常
診
療
業
務
に
お
け

る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
、
初

期
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ウ
イ
ル

ス
駆
除
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
診

断
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
他
、

不
正
ア
ク
セ
ス
や
情
報
漏
え

い
等
、
高
度
な
専
門
性
が
必

要
な
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
に
対

費
用
と
し
て
５
万
円
を
お
支

払
い
し
ま
す
（
個
人
情
報
保

護
委
員
会
へ
の
再
発
防
止
策

の
報
告
か
つ
、
情
報
漏
え
い

の
被
害
者
へ
通
知
す
る
こ
と

が
要
件
）。

た
だ
し
、
「
サ
イ
バ
ー
攻

撃
一
時
支
援
金
」
と
「
個
人

情
報
漏
え
い
一
時
支
援
金
」

の
両
方
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ず
、い
ず
れ
の
場
合
も
、

内
部
犯
罪
に
起
因
し
た
案
件

は
お
支
払
い
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

今回のインタビューのポイント
◦�近年、サイバー攻撃による被害が増加していることを踏
まえて、基礎的な支援策として、「日本医師会サイバー
セキュリティ支援制度」を創設し、本年6月からその運
用を開始しました。
◦�「日本医師会サイバーセキュリティ支援制度」は、�
（1）日本医師会セイバーセキュリティ対応相談窓口（緊
急相談窓口）、（2）セキュリティ対策強化に向けた無料
サイト（Tokio�Cyber�Port）の活用、（3）サイバー攻撃�
一時支援金・個人情報漏えい一時支援金制度─という
三つで構成されています。
◦�会員の先生方には日頃からサイバー攻撃に対する備えを
して頂くとともに、今回の制度創設の趣旨をご理解頂き、
ぜひ、その活用をお願いいたします。
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■■■■■■■■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

現
況
等
に
つ
い
て

■■■■■■■■

電
子
処
方
箋
普
及
に
向
け
た

 
医
師
資
格
証（
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
）

の
対
応
に
つ
い
て

11
月
30
日

松
本
吉
郎
会
長
は
、
（
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
、

（
２
）
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
の
同
時
期
の
流
行
、

（
３
）
都
道
府
県
医
師
会
の

年
末
年
始
の
取
り
組
み

─

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

感
染
者
数
を
抑
え
て
い
く

こ
と
が
必
要

（
１
）
で
は
、
最
近
の
新

規
感
染
者
数
に
つ
い
て
、「
第

７
波
の
時
の
よ
う
な
爆
発
的

な
感
染
者
数
の
上
昇
カ
ー
ブ

で
は
な
い
も
の
の
、
連
日
約

10
万
人
規
模
の
新
規
感
染
者

数
と
な
っ
て
い
る
」
と
す
る

と
と
も
に
、BQ.1

系
統
や
Ｘ

Ｂ
Ｂ
系
統
な
ど
の
新
た
な
変

異
株
が
占
め
る
割
合
の
増
加

に
つ
い
て
も
注
意
が
必
要
と

説
明
。
一
方
で
、
こ
れ
ら
の

変
異
株
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

派
生
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
現
在
接
種
が
進
め
ら
れ
て

い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ

ク
チ
ン
に
よ
る
重
症
化
予
防

効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一
層
の
推

進
が
重
要
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
地
域
差
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
病
床
利
用
率
は

全
国
的
に
上
昇
傾
向
に
あ

り
、
重
症
者
数
と
死
亡
者
数

も
増
加
し
つ
つ
あ
る
中
、
特

に
重
要
な
こ
と
と
し
て
各
地

域
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
の

病
床
利
用
率
を
挙
げ
、
「
今

後
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

重
症
患
者
が
増
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
般
医
療
が
制
約
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
感

染
者
数
を
抑
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
」
と
述
べ
た
他
、
今

後
の
変
異
株
の
置
き
換
わ
り

の
状
況
や
社
会
経
済
活
動
の

活
発
化
に
よ
る
接
触
機
会
の

増
加
等
が
感
染
状
況
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
注
視
し
て
い
く
姿
勢
を
示

し
た
。

（
２
）
で
は
、
一
部
の
地

域
で
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
増
加
傾
向
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
と
の
同
時
期
の
流
行
に
つ

い
て
十
分
留
意
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
の
見
方
を
示
し

と
今
後
の
対
応
を
説
明
し

た
。長

島
常
任
理
事
は
、ま
ず
、

「
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
」
に
つ
い
て
、

保
健
医
療
福
祉
分
野
の
公
開

鍵
基
盤
の
略
称
で
、
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
27

種
類
の
国
家
資
格
の
確
認
機

能
を
要
す
る
電
子
署
名
や
電

子
認
証
を
行
う
基
盤
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
電

子
証
明
書
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に

格
納
し
て
い
る
の
が
「
Ｈ
Ｐ

Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
」で
あ
る
と
し
、

日
本
医
師
会
が
発
行
し
て
い

ご活用下さい
 新型コロナウイルス・季節性インフルエンザ

同時流行に備えたリーフレット

　厚生労働省では新型コロナウイ
ルスと季節性インフルエンザの同
時期の流行を見据えて3種類のリー
フレット（下記の特設サイトからダ
ウンロード可）を作成しています。
　現在は、国民への呼び掛けの段
階を一段階引き上げ、地域の感染
状況に応じて３種類のうち２種類
（「重症化リスクの高い方や小学生
以下の子ども向け」「重症化リスク
の低い方向け」）を用いた呼び掛け
を行うことに対する協力を求めています。
　会員の先生方におかれましては、同時期の流行という難局を乗り切るた
め、本リーフレットを用いた国民への呼び掛けに、ぜひ、ご協力をお願い
します。

厚生労働省特設サイト
「新型コロナウイルス・季節性インフルエンザの
同時流行に備えた対応」
https ://www.mhlw.go . jp/st f/seisakunitsuite/bunya/
kansentaisaku_00003.html

た
上
で
、
日
本
医
師
会
か
ら

各
都
道
府
県
医
師
会
や
郡
市

区
医
師
会
に
対
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
再
拡
大
と
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
期

の
流
行
に
備
え
た
体
制
づ
く

り
を
繰
り
返
し
要
請
し
て
き

た
こ
と
を
説
明
。

全
国
の
医
師
会
で
は
年
末

年
始
を
含
め
て
、
会
員
医
療

機
関
に
対
し
、
診
療
・
検
査

医
療
機
関
の
更
な
る
拡
充
の

依
頼
や
か
か
り
つ
け
患
者
以

外
へ
の
診
療
対
象
患
者
拡
大

の
協
力
依
頼
、
日
曜
祝
日
や

夜
間
に
地
域
医
師
会
が
運
営

し
て
い
る
休
日
夜
間
診
療
所

等
へ
の
医
師
会
員
の
更
な
る

協
力
依
頼
を
行
う
な
ど
、
感

染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

し
た
。

政
府
・
自
治
体
か
ら
の 

支
援
・
補
助
を
求
め
る

（
３
）
で
は
、
（
２
）
に
関

連
し
て
、
都
道
府
県
・
郡
市

区
医
師
会
等
の
具
体
的
な
年

末
年
始
の
取
り
組
み
と
し

て
、
①
山
形
県
②
栃
木
県
③

群
馬
県
④
埼
玉
県
⑤
東
京
都

⑥
神
奈
川
県
⑦
愛
知
県
⑧
京

都
府
⑨
大
阪
府
⑩
岡
山
県
⑪

広
島
県
⑫
大
分
市
⑬
鹿
児
島

県

─
の
医
師
会
の
事
例
を

紹
介
。

松
本
会
長
は
、
全
国
の
医

師
会
の
協
力
に
対
し
、
「
全

国
の
医
師
会
員
の
先
生
方
を

始
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
応
し
て
頂
い

て
い
る
全
国
の
医
療
従
事
者

の
方
々
に
は
、
改
め
て
こ
の

長
き
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
医
療

へ
の
対
応
に
心
か
ら
の
感
謝

を
申
し
上
げ
る
」
と
感
謝
の

意
を
示
し
た
。

ま
た
、
例
年
で
も
冬
は
感

冒
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
患
者
が
増
え
る
中
で
、
今

年
は
更
に
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
診
療
・
検
査
医
療

機
関
等
を
含
め
た
コ
ロ
ナ
に

対
応
す
る
医
療
機
関
に
対
し

て
の
、
政
府
・
自
治
体
か
ら

の
支
援
・
補
助
の
重
要
性
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
「
医

療
資
源
に
は
限
り
が
あ
る

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
再
拡
大

に
よ
っ
て
、
通
常
の
医
療
が

必
要
な
方
へ
の
対
応
が
な
い

が
し
ろ
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
強
調
し
た
。

年
末
に
向
け
感
染
対
策
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
を

松
本
会
長
は
最
後
に
、
年

末
年
始
に
備
え
て
、
改
め
て

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を

引
き
続
き
行
う
こ
と
を
呼
び

掛
け
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

を
始
め
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
対
象
者
が
年
内
に
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
感

染
拡
大
防
止
、
重
症
化
予
防

に
つ
な
が
る
と
の
考
え
を
示

し
た
。

会
見
に
同
席
し
た
釜

敏

常
任
理
事
は
、
ま
ず
、
今
後

の
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

に
関
す
る
見
通
し
に
つ
い

て
、
予
測
は
困
難
で
あ
る
と

念
押
し
し
た
上
で
、
専
門
家

の
中
で
は
第
７
波
の
よ
う
な

大
幅
な
感
染
拡
大
に
は
な
ら

な
い
と
の
見
方
が
多
い
こ
と

を
紹
介
。

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け

の
見
直
し
に
は
関
係
者
の 

合
意
が
必
要

次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上

の
位
置
付
け
に
つ
い
て
触

れ
、
医
療
を
提
供
す
る
側
で

さ
え
も
、
立
場
に
よ
っ
て
同

感
染
症
に
対
す
る
考
え
方
の

違
い
が
大
き
い
と
の
見
方
を

示
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を

総
合
的
に
判
断
し
、
国
と
し

て
今
後
ど
の
よ
う
に
こ
の
感

染
症
を
扱
っ
て
い
く
か
に
つ

い
て
は
、「（
関
係
者
の
）
合
意

を
し
っ
か
り
と
形
成
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
。
医
療
を
提

供
す
る
立
場
と
し
て
は
、
慎

重
に
合
意
形
成
を
し
て
、
そ

の
合
意
の
下
に
国
の
政
策
判

断
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
」と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
仮
に
位
置
付

け
が
変
わ
っ
た
場
合
で
も
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
感
染
防

止
対
策
を
す
ぐ
に
大
幅
に
緩

め
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な

い
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

「
罹
患
後
症
状
に
関
す
る
分

析
・
評
価
に
も
、
更
に
力
を

尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

指
摘
。
加
え
て
、
医
療
費
の

公
費
負
担
の
見
直
し
に
は
反

対
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
徐
々
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
順
調
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
と
の
見

方
を
示
し
、
12
月
の
１
カ
月

の
間
に
多
く
の
対
象
者
に
接

種
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
を
全
力
で
行
っ
て
い

く
必
要
性
を
強
調
し
た
。

る
医
師
の
資
格
を
証
明
す
る

Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
が
「
医
師

資
格
証
」
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
説
明
。

ま
た
、
同
常
任
理
事
は
、

日
本
医
師
会
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
し
て
、
本
年
８

月
31
日
に
は
、
日
本
薬
剤
師

会
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
開

発
セ
ン
タ
ー
と
共
に
、
Ｈ
Ｐ

Ｋ
Ｉ
の
利
便
性
向
上
に
向
け

た
「
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
セ
カ
ン
ド
電

子
証
明
書
」
を
本
年
12
月
か

ら
運
用
開
始
す
る
こ
と
を
公

表
し
た
他
、
10
月
26
日
の
定

例
記
者
会
見
で
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
が
電
子
処
方
箋
の
み
な
ら

ず
、
今
後
の
医
療
Ｄ
Ｘ
の
成

果
を
安
全
・
安
心
に
利
用
し

て
い
く
上
で
大
変
重
要
な
仕

組
み
で
あ
る
こ
と
を
説
明
。

日
本
医
師
会
と
し
て
引
き
続

き
全
て
の
医
師
に
対
し
医
師

資
格
証
の
発
行
を
強
力
に
進

め
て
い
く
決
意
を
表
明
す
る

と
と
も
に
、
病
院
単
位
の
一

括
申
請
・
交
付
ス
キ
ー
ム
を

用
意
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。そ

の
上
で
、
今
後
に
つ
い

て
は
、
電
子
処
方
箋
の
導
入

に
向
け
て
、
大
学
病
院
を
含

む
病
院
向
け
の
医
師
資
格
証

に
関
し
て
、
（
１
）
Ｈ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
セ
カ
ン
ド
電
子
証
明
書
の

先
行
発
行
、
（
２
）
カ
ー
ド

レ
ス
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
電
子
署
名
へ

の
対
応
、
（
３
）
病
院
一
括

申
請
・
交
付
の
活
用
、（
４
）

電
子
カ
ル
テ
連
動
の
提
供
・

支
援

─
を
行
っ
て
い
く
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
。

具
体
的
に
は
、（
１
）で
は
、

医
師
資
格
証
と
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
セ

カ
ン
ド
電
子
証
明
書
の
同
時

発
行
を
原
則
と
し
て
、
医
師

資
格
証
の
発
行
の
遅
延
が
見

込
ま
れ
る
場
合
に
は
Ｈ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
セ
カ
ン
ド
電
子
証
明
書
を

先
行
発
行
す
る
こ
と
で
時
間

的
な
遅
れ
を
解
消
す
る
、

（
２
）
で
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
セ

カ
ン
ド
電
子
証
明
書
の
活
用

に
よ
り
、
医
療
機
関
の
電
子

カ
ル
テ
端
末
の
全
て
に
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設
置
せ

ず
に
カ
ー
ド
レ
ス
で
電
子
署

名
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、

大
学
病
院
等
の
大
規
模
病
院

で
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す

る
、
（
３
）
で
は
、
発
行
の

迅
速
化
を
図
り
、
各
個
別
の

病
院
の
事
情
に
応
じ
た
優
先

発
行
も
実
施
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
医
師
資
格
証
を
使
う

場
合
に
必
要
な
カ
ー
ド
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
こ

れ
ま
で
ど
お
り
無
料
で
提
供

す
る
、
（
４
）
で
は
、
Ｈ
Ｐ

Ｋ
Ｉ
セ
カ
ン
ド
電
子
証
明
書

の
利
用
情
報
を
正
し
く
ひ
も

付
け
管
理
で
き
る
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
、
電

子
カ
ル
テ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る

こ
と
で
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
電
子
署
名

が
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
に

対
し
て
、
ベ
ン
ダ
ー
等
へ
の

技
術
情
報
提
供
に
よ
る
支
援

を
行
う

─
こ
と
を
説
明

し
、
そ
の
活
用
を
求
め
た
。

長
島
公
之
常
任
理
事
は
、

電
子
処
方
箋せ

ん

に
お
け
る
Ｈ
Ｐ

Ｋ
Ｉ
に
よ
る
電
子
証
明
の
費

用
負
担
や
発
行
の
迅
速
性
な

ど
を
懸
念
す
る
意
見
を
受

け
、
電
子
処
方
箋
の
普
及
を

促
進
す
る
た
め
の
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ

カ
ー
ド
に
関
す
る
日
本
医
師

会
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
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社
会
保
障
審
議
会
医
療
部

会
が
11
月
28
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
で
開
催
さ
れ
、

田
徹
副

会
長
、
釜

敏
常
任
理
事
が

出
席
し
た
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
事

務
局
が
、
日
医
総
研
が
実
施

し
た
「
第
７
回
日
本
の
医
療

に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を

基
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
、

か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ
と

に
肯
定
的
な
受
け
止
め
が
多

数
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
説

図　かかりつけ医機能が発揮される制度整備（骨格案）

・国民・患者はそのニーズに応じてかかりつけ医機能を有する医療機関を選択して利用。
・医療機関は地域のニーズや他の医療機関との役割分担・連携を踏まえつつ、自らが担うかかりつけ医機能の内容を強化。

国民・患者のニーズ 制度整備の内容 期待される効果

多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ

全
て
の
国
民
へ
の
情
報
提
供

（高齢者の場合）
●持病（慢性疾患）の継続
的な医学管理
●日常的によくある疾患へ
の幅広い対応
●入退院時の支援
●休日・夜間の対応
●在宅医療
●介護サービス等との連携

●かかりつけ医・医療機関
を選ぶための情報が不足
している。
●かかりつけ医・医療機関
を探す方法が分からな
い。

かかりつけ医機能報告制度の創設による
機能の充実・強化

●医療機関は左記ニーズに対応する機能を都道府
県に報告する。
●この報告に基づき、都道府県は、地域における
機能の充足状況や、これらの機能を併せもつ医
療機関を確認・公表した上で、地域の協議の場
で不足する機能を強化する具体的方策を検討・
公表。

※医師により継続的な管理が必要と判断される患者
と医療機関が、書面交付と説明を通じてかかりつけ
の関係を確認できるようにする。

医療機能情報提供制度の拡充
●「かかりつけ医機能」の定義を法定化。
　「身近な地域における日常的な医療の提供や健
康管理に関する相談等を行う機能」
●都道府県は国民・患者による医療機関の適切な
選択に資するよう「かかりつけ医機能」に関す
る情報を分かりやすく提供。

身近な地域で提供される日常的
な医療が充実

⇒住んでいる地域で、あるいは加齢に
伴い、必要な医療が受けられなくな
るのではないか、という不安を解消

医師・医療機関との継続的な関
係を確認できる

⇒今かかっている医療機関で、将来も
継続的に診てもらえるのか、という
不安を解消

大病院に行かなくても身近なと
ころで必要な医療が受けられる

⇒大病院に行かないと必要な医療が受
けられないのではないか、という不
安を解消
⇒大病院で働く医師の負担軽減にも資
する

誰もが確実に必要な医療につな
がる環境が整う

⇒医療にかかるための情報が見つから
ない、情報の見方が分からない、と
いう悩みや不安を解消

明
。
そ
の
上
で
、
「
か
か
り

つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る

制
度
整
備
」
の
骨
格
案
（
別

掲
）
が
示
さ
れ
た
。

案
で
は
、
多
様
な
医
療
ニ

ー
ズ
に
対
す
る
制
度
整
備
と

し
て
、
「
か
か
り
つ
け
医
機

能
報
告
制
度
」
の
創
設
に
よ

り
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図

る
こ
と
を
提
案
。
具
体
的
に

は
、
医
療
機
関
は
か
か
り
つ

け
医
機
能
に
関
す
る
項
目
を

都
道
府
県
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
都
道
府
県
は
こ
の
報

告
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け

る
機
能
の
充
足
状
況
や
、
こ

れ
ら
の
機
能
を
併
せ
も
つ
医

療
機
関
を
確
認
・
公
表
し
た

上
で
、
地
域
の
協
議
の
場
で

不
足
す
る
機
能
を
強
化
す
る

具
体
的
な
方
策
を
検
討
・
公

表
す
る
と
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、

医
師
に
よ
り
継
続
的
な
管
理

が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
患
者

に
対
し
て
、
医
療
機
関
が
書

面
交
付
を
行
い
、
そ
の
旨
を

説
明
す
る
こ
と
で
、
か
か
り

つ
け
の
関
係
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
し
た
。

一
方
、
全
て
の
国
民
へ
の

情
報
提
供
と
し
て
は
、
「
か

か
り
つ
け
医
・
医
療
機
関
を

選
ぶ
た
め
の
情
報
が
不
足
し

て
い
る
」「
か
か
り
つ
け
医
・

医
療
機
関
を
探
す
方
法
が
分

か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
指
摘

を
踏
ま
え
て
、
「
医
療
機
能

情
報
提
供
制
度
」
を
拡
充
す

る
こ
と
を
提
案
。
具
体
的
に

は
、
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」

は
現
在
省
令
で
、
「
身
近
な

地
域
に
お
け
る
日
常
的
な
医

療
の
提
供
や
健
康
管
理
に
関

す
る
相
談
等
を
行
う
機
能
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
医

療
法
に
定
め
る
と
と
も
に
、

都
道
府
県
は
国
民
・
患
者
に

よ
る
医
療
機
関
の
適
切
な
選

択
に
資
す
る
よ
う
、
「
か
か

り
つ
け
医
機
能
」
に
関
す
る

情
報
を
分
か
り
や
す
く
提
供

す
る
と
し
て
い
る
。

議
論
の
中
で
、

田
副
会

長
は
、
今
回
の
提
案
内
容
は

か
か
り
つ
け
医
を
登
録
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
こ
と

を
確
認
。
資
料
に
「
協
議
の

場
に
お
い
て
、
地
域
で
不
足

し
て
い
る
機
能
を
充
足
で
き

る
よ
う
、
支
援
や
連
携
の
具

体
的
方
法
を
検
討
」
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て

は
、
「
不
足
す
る
医
療
機
能

を
考
え
る
対
象
範
囲
は
二
次

医
療
圏
で
は
広
す
ぎ
る
。
市

区
町
村
内
等
で
考
え
て
、
郡

市
区
医
師
会
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
べ
き
だ
」
と

主
張
し
た
。

ま
た
、
釜

常
任
理
事
が

「
１
人
の
患
者
が
１
つ
の
医

療
機
関
の
か
か
り
つ
け
医
し

か
も
て
な
い
の
で
は
な
く
、

疾
病
に
応
じ
て
複
数
の
医
療

機
関
と
の
関
係
が
構
築
で
き

る
も
の
と
す
る
べ
き
」
と
述

べ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
厚

労
省
事
務
局
か
ら
継
続
的
な

医
学
管
理
が
複
数
の
医
療
機

関
で
必
要
な
場
合
に
は
、
か

か
り
つ
け
医
は
複
数
に
な
り

得
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

今
後
は
、
医
療
部
会
で
か

か
り
つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ

れ
る
制
度
整
備
の
基
本
的
な

考
え
方
の
取
り
ま
と
め
を
年

内
に
行
っ
た
上
で
、
引
き
続

き
、
具
体
的
な
情
報
提
供
項

目
の
あ
り
方
や
情
報
提
供
の

方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

職
種
ご
と
の
給
与
費
の 

報
告
は
任
意
と
す
べ
き 

            

─
⻆
田
副
会
長

そ
の
他
、
当
日
は
「
医
療

法
人
の
経
営
情
報
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」
（
以
下
、
検
討
会
）

が
11
月
９
日
に
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
厚
労
省
事
務
局
か
ら

（
１
）
医
療
法
人
の
経
営
情

報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い

て
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を

行
っ
た
上
で
、
令
和
５
年
度

に
可
能
な
範
囲
で
早
期
に
施

行
す
る
、
（
２
）
職
種
ご
と

の
給
与
費
の
報
告
は
検
討
会

の
報
告
書
の
と
お
り
、
あ
く

ま
で
「
任
意
」
と
す
る

─

こ
と
な
ど
、
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
、
説
明
が
行
わ
れ
た
。

議
論
の
中
で
は
、
保
険
者

側
の
委
員
か
ら
職
種
別
の
費

用
の
明
示
の
義
務
化
を
求
め

る
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
て
、

田
副
会
長
は
「
義

務
化
し
て
し
ま
う
と
現
場
に

大
き
な
負
担
が
掛
か
る
」
と

し
、
「
検
討
会
の
報
告
書
の

判
断
は
重
要
で
あ
り
、
報
告

は
任
意
と
す
べ
き
」
と
主
張

し
た
。

骨
格
案
の
多
く
は
日
本 

医
師
会
の
考
え
と
一
致 

               

─
松
本
会
長

な
お
、
今
回
示
さ
れ
た
「
か

か
り
つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ

れ
る
制
度
整
備
」
の
骨
格
案

に
つ
い
て
、
松
本
吉
郎
会
長

は
11
月
30
日
に
行
わ
れ
た
記

者
会
見
の
中
で
、
記
者
か
ら

の
質
問
に
答
え
る
形
で
日
本

医
師
会
の
考
え
を
説
明
。「
日

本
医
師
会
の
考
え
方
と
一
致

す
る
部
分
が
多
い
」
と
し
た

上
で
、
今
後
の
議
論
に
関
し

て
は
、
「
以
前
か
ら
主
張
し

て
い
る
よ
う
に
、
か
か
り
つ

け
医
は
国
民
が
決
め
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
ま
ず
は
国
民
が
か
か

り
つ
け
医
を
決
め
る
に
は
ど

う
い
っ
た
仕
組
み
と
す
れ
ば

良
い
の
か
と
い
う
視
点
に
立

っ
て
議
論
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
事
に
な
る
」
と
指
摘

し
た
。

社会保障審議会医療部会（11月28日）

「かかりつけ医機能が発揮される制度整備」の
                                  骨格案について議論
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日本医師会研究成果物
「治験計画届作成システム」の
　　　　　　　無償譲渡を決定

日
本
医
師
会
は
11
月
15
日

に
開
か
れ
た
第
９
回
理
事
会

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
に

実
施
を
し
た
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
（
日

本
医
療
研
究
開
発
機
構
）
研

究
の
成
果
物
で
あ
る
「
治
験

計
画
届
作
成
シ
ス
テ
ム
」を
、

公
益
財
団
法
人
神
戸
医
療
産

業
都
市
推
進
機
構
に
譲
渡
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
治
験
を

行
う
際
に
必
要
と
な
る
届
出

文
書
を
簡
便
・
高
品
質
に
作

成
す
る
こ
と
が
可
能
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省

の
強
い
要
望
を
受
け
て
本
年

８
月
に
公
開
し
た
も
の
で
あ

る
。し

か
し
、
治
験
促
進
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴

い
、
本
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

も
２
０
２
３
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
た
が
、現
在
で
は
、

医
師
主
導
治
験
を
行
う
研
究

者
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
ま
ま
廃
止
し
て
し

ま
う
こ
と
は
研
究
者
へ
大
き

な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
そ

の
譲
渡
先
を
公
益
性
の
高
い

法
人
に
絞
っ
て
探
し
て
い
た
。

今
回
譲
渡
先
に
決
定
し
た

（
公
財
）
神
戸
医
療
産
業
都

市
推
進
機
構
は
、
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
者
で

あ
る
本
庶
佑
京
都
大
学
名
誉

教
授
が
理
事
長
を
務
め
、
神

戸
市
や
兵
庫
県
な
ど
が
出
資

し
、
震
災
か
ら
神
戸
市
を
、

医
療
を
も
っ
て
復
興
さ
せ
る

理
念
で
立
ち
上
が
っ
た
組
織

で
あ
る
。

の
役
員
に
よ
る
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
視
察
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
に

よ
り
３
年
ぶ
り
と
な
る
。

今
回
の
視
察
は
、
指
導
教

授
、
各
国
の
フ
ェ
ロ
ー
及
び

日
本
人
研
究
者
と
の

面
談
を
通
じ
て
、
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
１
９

８
３
年
の
設
立
時
よ

り
支
援
し
て
き
た
日

本
医
師
会
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
改
め
て
示
す

機
会
と
な
っ
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

指
導
教
授
を
長
年
務

め
て
き
た
マ
イ
ケ

ル
・
ラ
イ
シ
ュ
名
誉

教
授
と
の
面
談
で

は
、
今
後
10
年
間
を

見
据
え
た
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
将
来
、
及
び

来
年
の
設
立
40
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

同
名
誉
教
授
か
ら

は
、
近
年
の
米
国
に

お
け
る
家
賃
を
始
め

と
す
る
物
価
高
騰
に

よ
り
、
フ
ェ
ロ
ー
が

経
済
的
困
難
に
直
面

し
て
い
る
実
態
が
伝

え
ら
れ
た
。
更
に
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営

資
金
に
つ
い
て
も
人

件
費
等
諸
経
費
の
上

昇
に
よ
り
財
政
的
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。

武
見
フ
ェ
ロ
ー
に
よ
る
研

究
報
告
で
は
、
医
療
の
優
先

順
位
及
び
公
平
性
に
つ
い
て

の
言
及
が
顕
著
と
な
り
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ

バ
レ
ッ
ジ
の
模
範
と
し
て
日

本
の
公
的
医
療
保
険
制
度
に

つ
い
て
の
関
心
が
高
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
武
見
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
特
に
低
中
所
得
国
に
お
い

て
、
医
療
分
野
の
み
な
ら
ず
、

社
会
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
認
識
を
得
た
。

日
本
人
研
究
者
と
の
懇
談

で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医

学
部
ブ
リ
ガ
ム
＆
ウ
ィ
メ
ン

ズ
病
院
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
総
合
病
院
の
研
究
員
に
加

え
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産

業
省
、
法
律
事
務
所
等
か
ら

公
衆
衛
生
学
修
士
課
程
で
主

に
医
療
政
策
を
学
ぶ
研
究
者

を
交
え
、
個
々
が
抱
え
る
研

究
上
の
課
題
や
諸
問
題
に
つ

い
て
議
論
を
交
わ
し
た
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
公
衆
衛
生
大
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　武
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
視
察

今
村
常
任
理
事

今
村
英
仁
常
任
理
事
は
11

月
17
日
、
ボ
ス
ト
ン
を
訪
問

し
、

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学

T.H.Chan

公
衆
衛
生
大
学
院

武
見
国
際
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
視
察
し
た
。
日
本
医
師
会

　医師は、2年に一度、氏名、住所その他の事項を厚生労働大臣に
届け出ることが義務付けられています（医師法第6条第3項）。
　本年は届出の年に該当し、令和4年12月31日現在の状況を、令和
5年1月16日（月）までに報告する必要があります。
　届出を行わない場合、50万円以下の罰金とされており、厚労省の

「医 師 等 資 格 確 認 検 索 シ ス テ ム」（ https://licenseif.mhlw.go.jp/
search_isei/index.jsp）に氏名等が掲載されず、検索しても「条件
に該当する医師等は存在しません」と表示されますので、必ず届け
出て下さい（なお、現在診療に従事していない場合も届出の対象と
なります）。
オンライン（医療従事者届出システム）での届出が可能です
　今年からオンラインでの届出が可能（医療機関等を通じた届出の
ため、医療機関等に勤務する医師のみ利用可能）となりました。「医
療従事者届出システム」は12月17日（土）から運用開始となる予
定です。利用マニュアルやヘルプデスク等については、厚労省ホー
ムページをご参照下さい。
オンライン届出の基本手順
STEP 1　�医療機関等の事務担当者が、インターネットによって申

請サイトにアクセスし、専用サイトを利用するための施
設IDを取得。

STEP 2　�事務担当者が、専用サイトにおいて医療従事者ごとに利
用者IDを設定し、医療従事者本人に伝達。

STEP 3　�医療従事者本人が、専用サイトにおいて、届出内容を入
力フォームに入力、または、届出内容を記載した届出様
式（Excel様式）をアップロード。

STEP 4　�事務担当者が、医療機関等に勤務する医療従事者の届出
データを一括して専用サイト上で登録。

オンラインでの届出が困難な場合等
　オンラインでの届出が困難な場合や、医療機関等に勤務していな
い医師は、従前どおり、紙媒体の届出票を住所地または従業地の保
健所に提出して下さい。届出票は、保健所、医療機関等を通じて入
手できる他、厚労省ホームページからもダウンロード可能です。

【参照】厚労省ホームページ
「医療従事者による2年に一度の届出（三師届・業務従
事者届）について」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/iryou/iryojujisha-todokede-sys.html

医師届出票の提出をお願いします
～オンラインでの届出が可能です～

2022─23年 武見フェロー
前列中央：マイケル・ライシュ名誉教授

日本人研究者

な
お
、
今
後
の
シ
ス
テ
ム

運
営
は
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
セ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｒ
Ｉ
）

が
担
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　日本医師会治験センター廃止に関
わる今後の詳細は、日本医師会のホ
ームページをご覧下さい。
https://www.med.or.jp/doctor/
jmacct/010945.html
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03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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書
籍
紹
介

東
京
都
と
江
戸
川
区
に
て

〝
土
木
屋
〟
と
し
て
活
躍
し
、

現
在
は
公
益
財
団
法
人
リ
バ

ー
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
技
術
審

議
役
で
あ
る
土
屋
信
行
氏

（
工
学
博
士
）
に
よ
っ
て
、

東
日
本
大
震
災･

津
波
災
害

か
ら
女
川
町
（
宮
城
県
）
が

蘇
よ
み
が
えっ

た
過
程
な
ど
が
記
さ

れ
た
書
籍
が
上
梓
さ
れ
た
。

著
者
は
、
住
民
の
一
人
一

人
と
向
き
合
う
気
迫
と
、
心

遣
い
の
必
要
な
多
く
の
区
画

整
備
事
業
の
経
験
な
ど
を
土

台
に
、
女
川
町
の
復
興
区
画

整
備
事
業
に
携
わ
り
、
東
北

地
方
で
唯
一
の
防
潮
堤
の
な

い
（
わ
け
で
は
な
く
、
海
を

災
害
列
島
の
作
法

～
女
川
町
の
奇
跡 
防
潮

堤
の
な
い
復
興
ま
ち
づ

く
り
～

土
屋
信
行　

著

見
渡
し
て
も
防
潮
堤
は
見
え

な
い
。
海
側
か
ら
な
ら
一
部

見
え
る
）
ま
ち
づ
く
り
を
成

し
遂
げ
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
は
復
旧

で
は
な
く
、
〝
被
災
を
繰
り

返
す
ま
い
〟
と
す
る
「
つ
く

り
か
え
」
で
あ
る
た
め
、
住

民
の
合
意
形
成
が
必
須
と
な

る
。
漁
業
従
事
者
、
町
役
場

の
人
達
、
避
難
所
で
暮
ら
す

一
般
住
民
ら
、
多
く
の
地
元

の
人
々
と
、
著
者
ら
〝
外
人

部
隊
〟
と
を
交
え
て
の
多
岐

新
て
ん
か
ん
テ
キ
ス
ト

（
改
訂
第
２
版
）

─
て
ん
か
ん
と
向
き
合

う
た
め
の
本
─

井
上
有
史　
　

池
田　

仁　

編

本
書
は
て
ん
か
ん
の
基
本

か
ら
診
断
・
治
療
ま
で
、
診

療
に
役
立
つ
知
識
を
網
羅

し
、
好
評
を
得
た
書
籍
の
改

訂
版
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
「
第
１
章　

て
ん
か
ん
と
は
何
か
」
「
第

２
章　

て
ん
か
ん
の
種
類
」

「
第
３
章　

て
ん
か
ん
の
診

断
」
「
第
４
章　

発
作
以
外

の
病
気
・
症
状
」
「
第
５
章　

て
ん
か
ん
の
治
療
」「
第
６
章　

通
院
と
入
院
」
「
第
７
章　

て
ん
か
ん
と
発
達
」「
第
８
章　

て
ん
か
ん
と
保
育
・
教
育
」

「
第
９
章　

て
ん
か
ん
と
仕

事
」
「
第
10
章　

て
ん
か
ん

と
生
活
」
の
全
10
章
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

患
者
や
家
族
の
疑
問
や
不

安
に
答
え
る
Ｑ
＆
Ａ
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
他
、
関
連
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
や
新
薬
の

登
場
を
始
め
と
し
た
て
ん
か

ん
診
療
の
変
化
を
盛
り
込
む

な
ど
、
そ
の
内
容
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で

な
く
、
患
者
や
そ
の
家
族
に

も
ぜ
ひ
お
薦
め
し
た
い
一
冊

と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

３
３
０
０
円
（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
騒
動

─
明
治
日
本
の医と

情
報
─

月
澤
美
代
子　

著

現
在
、
新
し
い
医
療
や
治

療
法
に
つ
い
て
の
情
報
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
飛
び
交
い
、

そ
の
真
偽
を
見
分
け
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。明

治
時
代
の
日
本
に
お
い

て
も
、
コ
ッ
ホ
が
開
発
し
た

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
が
「
結
核
新

治
療
薬
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、

熱
狂
を
巻
き
起
こ
し
て
い

た
。
後
に
治
療
効
果
が
無
い

こ
と
が
判
明
す
る
わ
け
で
あ

る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事

態
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
は
、
多
様
な
医
療
雑

誌
に
よ
る
「
情
報
」
の
伝
達
・

普
及
・
切
り
分
け
を
軸
に
、

日
本
社
会
が
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た

の
か
を
初
め
て
明
ら
か
に
し

た
著
作
で
あ
る
。

近
代
日
本
の
医
学
・
医
療

の
風
土
が
形
成
さ
れ
る
転
換

期
の
実
相
を
描
き
、
今
日
へ

の
示
唆
に
富
む
労
作
で
あ

り
、
一
読
に
値
す
る
一
冊
と

な
っ
て
い
る
。

定
価　

６
９
３
０
円
（
税
込
）

発
行　

名
古
屋
大
学
出
版
会

に
わ
た
る
や
り
と
り
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
子
々
孫
々
そ

こ
で
暮
ら
す
人
々
に
お
け

る
、
地
域
へ
の
愛
情
あ
っ
て

こ
そ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
発

揮
が
重
要
と
な
る
。

地
域
医
師
会
は
、
医
師
の

統
括
下
に
多
く
の
職
種
が
機

能
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
が
、

そ
こ
に
展
開
す
る
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
と
本
書
の
趣
旨
は
相
通

じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
ぜ
ひ

ご
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

定
価　

１
５
０
０
円
（
税
込
）

発
行　

主
婦
の
友
イ
ン
フ
ォ

ス

　プログラム等の詳細は
下記ホームページや本紙
11、12面をご参照の上、
ぜひ、ご参加下さい。

ビッグデータが拓く未来の医学と医療
～豊かな人生100年時代を求めて～

https://isoukai2023.jp/

Ａ
Ｏ
法
骨
折
治
療

［
英
語
版
Ｗ
ｅ
ｂ
付
録

付
］
第
３
版

田
中　

正　

日
本
語
版 

総
編
集

澤
口　

毅　

日
本
語
版 

編
集
代
表

Ａ
Ｏ
は
骨
折
や
骨
折
に
伴

う
種
々
の
障
害
に
対
す
る
外

科
的
治
療
の
研
究
、
開
発
、

教
育
を
目
的
と
し
て
創
設
さ

れ
、
「
Ａ
Ｏ
分
類
」
や
「
Ａ

Ｏ
圧
迫
プ
レ
ー
ト
法
」
な
ど

で
も
広
く
知
ら
れ
た
世
界
的

な
組
織
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
骨
折
治
療
に
関

わ
る
多
く
の
革
新
を
成
し
遂

げ
て
き
た
Ａ
Ｏ
は
、
そ
の
成

果
物
の
一
つ
と
し
て
、
『
Ａ

Ｏ
法
骨
折
治
療
』
（
原
題 AO 

principles of Fracture 

Management

）
と
い
う
書
籍

を
編
纂さ

ん

し
、
出
版
し
て
き
た
。

こ
の
定
評
あ
る
骨
折
治
療
の

教
科
書
が
改
訂
さ
れ
、
翻
訳

さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

本
書
は
、
こ
の
10
年
で
新

た
に
蓄
積
さ
れ
た
基
礎
デ
ー

タ
や
新
開
発
の
治
療
法
な
ど

を
収
載
。
世
界
中
の
術
者
か

ら
収
集
し
た
症
例
写
真
や
精

彩
な
図
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に

盛
り
込
み
、
骨
折
治
療
の
世

界
基
準
を
読
者
に
提
示
し
て

い
る
。

定
価　

４
４
０
０
０
円
（
税

込
）

発
行　

医
学
書
院

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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令
和
４
年
度
日
本
医
師
会

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

◆
テ
ー
マ
：

医
療
Ｄ
Ｘ
２
０
２
３　

Ｄ
Ｘ

推
進
の
現
状
と
将
来
の
展
望

─
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と
─

◆
日
時
：
令
和
５
年
２
月
25

日
（
土
）
午
後
０
時
～
、
26

日
（
日
）
午
前
10
時
～

◆
会
場
：
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
（
日

本
医
師
会
館
に
来
館
し
て
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

◆
参
加
者
：
日
本
医
師
会
・

都
道
府
県
医
師
会
・
郡
市
区

医
師
会
会
員
／
医
師
会
職
員

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：

・
会
員
の
先
生
方

日
本
医
師
会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ

ス
テ
ム
か
ら
（
医
籍
番
号
が

必
要
で
す
）

・
医
師
会
職
員

参
加
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
（
メ
ン
バ
ー
ズ
ル
ー
ム
用

ア
カ
ウ
ン
ト
が
必
要
で
す
）

◆
申
込
期
間
：

令
和
５
年
２
月
13
日
（
月
）

午
後
１
時
ま
で

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

<

第
一
日>

事
務
局
セ
ッ
シ
ョ
ン

・
医
師
会
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
（
鴫
原
祐
輔
株
式
会
社

B
l
u
e
 
P
l
a
n
e
t
-
w
o
r
k
s 

Director, 
Security 

Advisor

）

・
医
師
会
業
務
の
好
事
例

Ⅰ
．
医
療
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
日

本
医
師
会
の
考
え
（
長
島
公

之
常
任
理
事
）

Ⅱ
．
国
が
め
ざ
す
医
療
Ｄ
Ｘ

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に

つ
い
て
（
中
園
和
貴
厚
生
労

働
省
保
険
局
医
療
介
護
連
携

政
策
課
保
険
デ
ー
タ
企
画
室

長
）

・
電
子
処
方
箋せ

ん

に
つ
い
て

（
伊
藤
建
厚
労
省
医
薬
・
生

活
衛
生
局
総
務
課
電
子
処
方

箋
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
長
）

・
電
子
処
方
箋
モ
デ
ル
事
業

（
島
貫
隆
夫
山
形
県
酒
田
地

　令和5年10月1日から消費税の適格請求書等保存方式（いわ
ゆるインボイス制度）が導入されることになっています。
　インボイス制度においては、買手として消費税の仕入税額控
除を受けるためには、インボイス（適格請求書）の保存が必要と
なります。また、売手として、制度開始時に適格請求書発行事
業者（インボイス発行事業者）となるためには、原則、令和5年
3月末までに登録申請を行う必要があります。
　特に以下の方々につきましては、税理士にご相談の上、準備を
ご検討下さい。
・消費税の納税が「一般課税方式」の医療機関等
・�事業者宛に課税売上（健康診断等）の請求書や領収書を出
す医療機関等

※�インボイス制度の詳細に関しては、本紙第1446号掲載の「医
療問題Q&A�消費税のインボイス制度」もぜひ、ご参照下さい。

消費税のインボイス制度の
開始に向けた準備のお願い

区
医
師
会
副
会
長
）

・
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
〔
上

野
智
明
日
本
医
師
会
Ｏ
Ｒ
Ｃ

Ａ
管
理
機
構
株
式
会
社
取
締

役
副
社
長
〕

Ⅲ
．
医
療
情
報
の
標
準
化
が

め
ざ
す
未
来

・
医
療
Ｄ
Ｘ
の
社
会
実
装
に

向

け

て
（
仮
）
（
笠

貫

宏

Medical 
Excellence 

JAPAN

代
表
理
事
）

・
電
子
カ
ル
テ
の
標
準
化

（
仮
）
（
城
克
文
厚
労
省
医
政

局
医
薬
産
業
振
興
・
医
療
情

報
審
議
官
）

・
次
世
代
医
療
基
盤
法
（
医

療
情
報
の
標
準
化
）（
仮
）（
姫

野
泰
啓
内
閣
府
健
康
・
医
療

戦
略
推
進
事
務
局
参
事
官
）

・
電
子
情
報
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
─
電
子
カ
ル
テ
の
標
準

化
（
仮
）
（
山
本
隆
一
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ

ー
理
事
長
）

・
電
子
カ
ル
テ
の
あ
る
べ
き

姿
（
仮
）（
中
島
直
樹
九
州
大

学
病
院
メ
デ
ィ
カ
ル
・
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

・
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
普
及
と
利
用
促

進
に
つ
い
て
（
仮
）
（
石
見

拓
京
都
大
学
医
学
研
究
科
社

会
健
康
医
学
系
専
攻
予
防
医

療
学
分
野
／
Ｐ
Ｈ
Ｒ
普
及
推

進
協
議
会
代
表
理
事
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

<

第
二
日>

Ⅳ
．
地
域
医
療
情
報
連
携 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
全
国
地
域
医
療
情
報
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
調
査
結

果
報
告
（
長
島
常
任
理
事
）

・
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
─
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
シ
ス
テ
ム
の
活

用
促
進
、
医
薬
品
の
適
正
利

用
（
藤
井
卓
長
崎
県
医
師
会

副
会
長
）

・
ひ
ろ
し
ま
医
療
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
Ｈ
Ｍ
ネ
ッ
ト
）

（
藤
川
光
一
広
島
県
医
師
会

常
任
理
事
）

・
道
南Medika

（
高
橋
肇
高

橋
病
院
理
事
長
）

・
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
推

進
実
証
調
査
（
陣
内
聡
太
郎

周
東
総
合
病
院
／
平
郡
診
療

所
）

Ⅴ
．
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・
医
療
分
野
に
お
け
る
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
仮
）

〔
田
中
彰
子
厚
労
省
医
政
局

参
事
官
（
特
定
医
薬
品
開
発

支
援
・
医
療
情
報
担
当
）
〕

・
医
療
分
野
に
お
け
る
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
内
閣

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
重
要
イ
ン
フ
ラ
グ
ル

ー
プ
）

・
警
察
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
と
今
後
─
医
療

分
野
と
の
連
携
（
仮
）
（
警

察
庁
サ
イ
バ
ー
警
察
局
）

・
サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
（
仮
）
（
桑
名

利
幸
Ｉ
Ｐ
Ａ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
推
進
部
長
）

・
日
本
医
師
会
の
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
支
援
制
度
な

ど
（
日
本
医
師
会
事
務
局
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
情
報
シ
ス
テ
ム
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

６
１
３
５

（
直
）
〕

※
定
員
８
０
０
名
を
超
え
る

場
合
は
先
着
順
と
い
た
し
ま

す
。

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
の
た
め
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
か
ら
の
応
募
の
み
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

※
「
事
務
局
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

は
医
師
会
職
員
に
と
っ
て
必

見
で
す
。

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
、
ス

ポ
ー
ツ
庁

◆
日
時
：
令
和
５
年
１
月
22

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
10
分

◆
開
催
形
式
：
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
（
日
本
医
師
会
Ｗ
ｅ
ｂ

研
修
シ
ス
テ
ム
使
用
）

◆
参
加
者
：
日
本
医
師
会
認

定
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医

◆
参
加
費
：
日
本
医
師
会
員

６
０
０
０
円
（
税
込
）
、
日

本
医
師
会
非
会
員
９
０
０
０

円
（
税
込
）

◆
受
講
方
法
：
受
講
者
は
ご

自
身
の
端
末
（
ス
マ
ホ
で
の

受
講
は
で
き
ま
せ
ん
）か
ら
、

日
本
医
師
会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ

ス
テ
ム
に
接
続
し
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
動
画
を
ご
視
聴
下

さ
い
。
そ
の
際
に
は
、
講
義

ご
と
に
、
受
講
ロ
グ
を
記
録

し
ま
す
。

ま
た
、
「
視
聴
コ
ー
ド
」

を
入
力
頂
く
こ
と
に
よ
り
、

出
席
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
入
力
願
い
ま
す
。

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
か
ら

お
申
し
込
み
下
さ
い
（
非
会

員
の
一
部
はGoogle

フ
ォ
ー

第
27
回
日
本
医
師
会

 
認
定
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
制
度
再
研
修
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

ム
か
ら
申
し
込
み
と
な
り
ま

す
）。

※
定
員
１
０
０
０
名
（
先
着

順
）

◆
申
込
締
切
：
令
和
５
年
１

月
16
日
（
月
）
午
後
５
時
30

分
。
た
だ
し
、
非
会
員
の
一

部
は
１
月
11
日
（
水
）
午
後

５
時
30
分
ま
で
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
講
演
①
：「
科
学
的
エ
ビ

デ
ン
ス
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
仮
）」
（
小
熊
祐
子
慶
應
義

塾
大
学
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究

セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

・
講
演
②
：「
保
健
指
導
、

行
動
変
容
の
支
援（
仮
）」（
津

下
一
代
女
子
栄
養
大
学
特
任

教
授
）

・
講
演
③
：「
循
環
器
疾
患

の
運
動
療
法
（
仮
）」（
牧
田

茂
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療

セ
ン
タ
ー
教
授
）

・
講
演
④
：「
慢
性
腎
臓
病

の
運
動
療
法
（
仮
）」（
上
月

正
博
山
形
県
立
保
健
医
療
大

学
理
事
長
・
学
長
）

・
講
演
⑤
：「
日
常
診
療
に

お
け
る
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
活

動
実
践
例
（
仮
）」（
染
谷
泰

寿
染
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、

鈴
木
大
輔
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
）

◆
修
了
証
：
令
和
５
年
２
月

１
日
以
降
、
受
講
ペ
ー
ジ
に

ロ
グ
イ
ン
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：

日
本
医
師
会
健
康
医
療
第
一

課
〔

03
─

３
９
４
２
─

６
１

３
８
（
直
）、

ksss@po. 

med.or.jp

〕

　厚生労働省はこのたび、電子処方箋の概要や具体的な業務イメージ等を説明
することを目的とした説明会を下記の日時にYouTubeでLive配信（後にアー
カイブ配信予定）することになりました。ぜひ、ご活用下さい。

日　時：12月23日（金）午後7時から8時（説明＋質疑応答）
https://www.youtube.com/watch?v=Q9Z92E_rCEA
問い合わせ先：
　　厚労省医薬・生活衛生局総務課　電子処方箋サービス推進室
　　 denshosuishin@mhlw.go.jp

電子処方箋に関するオンライン説明会
 「開始目前！これならできる、

電子処方箋」
お知らせ
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断
捨
離
と
い
う
言
葉
を
初

め
て
耳
に
し
て
か
ら
10
年
以

上
経
過
し
ま
し
た
が
、
自
分

に
は
あ
ま
り
関
係
な
い
、
ど

こ
か
遠
い
世
界
の
こ
と
の
よ

う
に
聞
き
流
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
小
学
生

に
な
る
と
、
こ
ど
も
園
で
使

用
し
て
い
た
お
昼
寝
布
団
や

小
さ
い
頃
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
、

必
要
が
無
く
な
っ
た
も
の
が

よ
く
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
少
し
は
家

の
中
を
片
付
け
な
く
て
は
と

い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
体
を
動
か
せ
ば

良
い
は
ず
な
の
で
す
が
、
ま

ず
は
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め

よ
う
と
検
索
し
て
み
ま
す

と
、
〝
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
〟
な

る
方
々
が
特
集
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

今
ま
で
、
全
く
片
付
け
に
興

味
も
無
か
っ
た
の
で
、
そ
の

よ
う
な
方
々
が
存
在
す
る
の

も
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
お
り

ま
し
た
。

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
と
は
、
持

ち
物
を
で
き
る
だ
け
減
ら

し
、
必
要
最
小
限
の
物
だ
け

で
暮
ら
す
人
の
こ
と
で
、
自

分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な

物
だ
け
を
持
つ
こ
と
で
か
え

っ
て
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
と

い
う
考
え
方
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
断
捨
離
は
た
だ
不
必
要

な
も
の
を
捨
て
る
行
為
だ
け

な
の
に
対
し
、
ミ
ニ
マ
リ
ス

ト
は
少
な
い
物
で
豊
か
に
暮

ら
す
と
い
う
考
え
を
基
に
生

活
し
て
い
る
人
達
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
何
を
持
ち
、
何

を
持
た
な
い
か
の
基
準
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
少
な
い

服
を
制
服
の
よ
う
に
着
回
し

た
り
、
一
つ
の
物
を
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
使
っ
た
り
、
誰

か
と
共
有
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
自
分
が
所
有
す
る
物
を

厳
選
し
大
切
に
扱
っ
て
い
る

点
が
皆
さ
ん
に
共
通
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
方
々
の

非
常
勤
で
診
察
し
て
い
る

病
院
の
外
来
で
、
初
診
の
問

診
を
す
る
時
、
職
歴
も
聞
き

ま
す
が
、
そ
の
日
に
た
ま
た

ま
来
た
、
主
訴
が
腰
痛
の
80

歳
手
前
の
女
性
は
、
二
十
歳

過
ぎ
か
ら
定
年
ま
で
を
、
看

護
師
と
し
て
勤
め
上
げ
た
そ

う
で
す
。

ど
ち
ら
の
病
院
で
お
勤
め

で
し
た
か
と
聞
い
た
ら
、
大

阪
の
Ｋ
病
院
と
の
こ
と
で
し

た
。
僕
が
生
ま
れ
た
の
も
Ｋ

病
院
で
し
た
と
言
う
と
、
今

度
は
僕
の
年
は
い
く
つ
か
と

聞
か
れ
、
年
を
答
え
た
ら
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
産
科
病

棟
に
い
た
よ
う
な
気
が
す
る

と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
生
年

月
日
を
聞
か
れ
て
、
答
え
る

と
、
自
分
は
日
記
を
欠
か
し

た
こ
と
が
無
い
か
ら
、
日
記

を
見
て
き
ま
す
と
言
っ
て
そ

の
日
は
帰
り
ま
し
た
。

次
の
外
来
で
お
見
掛
け
す

る
と
、
「
日
記
を
見
る
と
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
先
生
の

こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し

た
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

冗
談
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

書
棚
か
ら
持
っ
て
き
た
と
い

う
赤
い
日
記
帳
の
、
僕
の
生

ま
れ
た
日
の
欄
に
、
前
田
ベ

ビ
ー
、
生
ま
れ
て
２
時
間
し

て
も
泣
き
や
ま
ず
報
告
、
泣

か
な
い
の
は
良
く
な
い
が
２

時
間
も
泣
く
の
は
元
気
な
証

と
言
わ
れ
て
様
子
を
見
た

と
、
万
年
筆
で
書
い
て
あ
り

ま
す
。

僕
は
以
前
、
母
親
か
ら
、

僕
が
生
ま
れ
た
時
、
取
り
上

げ
て
下
さ
っ
た
先
生
が
体
重

を
測
る
と
３
６
０
０
グ
ラ
ム

で
、
当
時
と
し
て
は
大
き
な

新
生
児
で
先
生
も
驚
い
た
と

聞
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
し

ば
ら
く
し
て
も
僕
は
な
か
な

か
泣
き
や
ま
ず
、
ど
こ
か
悪

い
所
が
あ
る
と
い
け
な
い

と
、
看
護
師
さ
ん
も
心
配
に

な
っ
て
先
生
に
聞
い
た
ら
、

泣
く
に
は
体
力
が
い
る
か

ら
、
そ
れ
だ
け
泣
く
の
は
大

丈
夫
だ
と
先
生
に
言
わ
れ

て
、
安
心
し
た
の
だ
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
翌

日
の
回
診
で
母
親
は
、
部
長

先
生
が
若
い
先
生
を
何
人
も

引
き
連
れ
て
、
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
に
来
ら
れ
て
、
あ
の
子
は

元
気
で
す
が
こ
れ
か
ら
大
変

で
す
よ
と
、
笑
っ
て
言
わ
れ

た
そ
う
で
す
。

母
親
の
話
で
は
、
僕
を
取

り
上
げ
て
下
さ
っ
た
先
生

は
、
ご
実
家
が
産
婦
人
科
の

病
院
で
、
そ
れ
は
そ
れ
は
ハ

ン
サ
ム
な
先
生
だ
っ
た
そ
う

で
、
当
時
人
気
だ
っ
た
俳
優

の
田
宮
二
郎
に
似
て
い
て
、

看
護
師
さ
ん
に
も
人
気
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
検
診
の
帰

り
に
、
駐
車
場
で
映
画
ス
タ

ー
が
乗
る
よ
う
な
、
シ
ル
バ

ー
の
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
か
ら
降

り
て
く
る
田
宮
二
郎
ば
り
の

先
生
に
出
く
わ
し
て
、
僕
を

背
負
っ
た
母
親
が
ご
あ
い
さ

つ
す
る
と
、
こ
の
自
動
車
は

お
父
様
の
お
古
な
の
だ
と
笑

っ
て
い
ら
し
た
そ
う
で
す
。

非
常
勤
で
診
察
し
て
い
る

病
院
で
、
た
ま
た
ま
初
診
で

訪
れ
た
患
者
さ
ん
は
、
僕
が

生
ま
れ
た
病
院
の
産
婦
人
科

で
働
い
て
い
ら
し
た
看
護
師

さ
ん
で
、
生
ま
れ
て
も
す
ぐ

に
は
泣
き
や
ま
な
い
僕
を
心

配
し
て
、
僕
を
取
り
上
げ
て

下
さ
っ
た
ハ
ン
サ
ム
な
先
生

に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
っ

た
。
間
違
い
な
く
五
十
数
年

前
の
僕
の
こ
と
で
し
た
。

元
看
護
師
だ
っ
た
患
者
さ

ん
は
、
身
長
が
１
８
０
セ
ン

チ
を
超
え
る
僕
を
見
て
、
こ

ん
な
に
大
き
く
な
っ
て
と
喜

ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

診
察
を
終
え
て
、
帰
ろ
う

と
す
る
患
者
さ
ん
に
、
僕
を

取
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
産
科

の
先
生
は
と
て
も
ハ
ン
サ
ム

な
方
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
の
先
生
と
何
か
な
か
っ
た

ん
で
す
か
？
と
、
冗
談
で
聞

い
て
み
た
ら
…
…
患
者
さ
ん

の
顔
が
赤
く
な
っ
た
の
を
僕

は
見
逃
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
、
シ
ル

バ
ー
の
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
で
、

田
宮
二
郎
に
似
た
先
生
と
ド

ラ
イ
ブ
し
た
り
し
て
な
い
で

す
か
…
…
と
、
揺
さ
ぶ
り
を

掛
け
る
と
、
更
に
顔
が
赤
く

な
り
、
80
歳
手
前
で
も
身
な

り
を
整
え
た
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

な
元
看
護
師
さ
ん
は
、
先
生

の
意
地
悪
！

と
言
っ
て
、
そ

そ
く
さ
と
退
散
し
ま
し
た
。

次
の
外
来
で
、
そ
の
先
生

は
今
で
も
ご
存
命
か
、
患
者

さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

も
う
20
年
前
に
お
会
い
し

て
、
そ
の
後
は
お
見
受
け
し

て
な
い
と
。

で
き
る
こ
と
な
ら
、
僕
を

取
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
、
田

宮
二
郎
ば
り
の
オ
ト
コ
マ
エ

で
、
映
画
ス
タ
ー
が
乗
る
よ

う
な
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
に
乗
っ

て
、
看
護
師
に
も
ず
い
ぶ
ん

お
も
て
に
な
っ
た
先
生
に
、

お
会
い
し
た
い
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

�

（
一
部
省
略
）

ブ
ロ
グ
な
ど
を
拝
見
す
る
と
、

驚
く
ほ
ど
物
が
無
い
自
宅
の

写
真
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
お

り
、
初
め
見
た
時
は
か
な
り

の
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ベ

ッ
ド
は
無
い
の
は
当
た
り
前

で
、
机
も
椅
子
も
無
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
ど
う
や
っ

て
日
常
の
生
活
を
送
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
と
不
思
議

に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

更
に
、
さ
す
が
に
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
で
は
無
理
な

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
も

い
ま
し
た
が
（
そ
う
あ
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
た
、
と

い
う
の
が
本
心
か
も
知
れ
ま

せ
ん
）、
検
索
す
る
と
お
子

さ
ん
が
複
数
い
ら
し
て
も
キ

チ
ン
と
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
と
し

て
生
活
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
更
な
る
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
毎
日
、
何
か
を
探
し

て
家
中
を
歩
き
回
っ
て
い
る

私
と
し
ま
し
て
は
、
ど
の
お

宅
の
写
真
も
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

い
て
見
え
、
何
よ
り
そ
の
ス

タ
イ
ル
が
う
ら
や
ま
し
く
、

探
し
物
を
し
な
く
て
い
い
日

が
や
っ
て
く
る
か
も
知
れ
な

い

と
希
望
が
溢
れ
る
未
来

を
夢
見
て
勝
手
に
幸
せ
な
気

分
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
気
分
だ
け
で
終

わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な

い
！

と
、
ま
ず
は
手
始
め
に

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
不
必
要
な

衣
類
を
処
分
す
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ブ

ロ
グ
な
ど
に
書
い
て
あ
る
よ

う
に
、
自
分
以
外
の
家
族
の

持
ち
物
は
勝
手
に
捨
て
る
と

非
難
の
嵐
に
さ
ら
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
ま

ず
は
自
分
の
物
を
捨
て
る
こ

と
か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、

持
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
忘
れ

て
い
た
物
が
あ
ま
り
に
多
い

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
持
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る

物
は
必
要
な
時
に
取
り
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、「
存

在
を
忘
れ
て
い
る
物
は
持
っ

て
い
な
い
こ
と
と
同
義
」
と

自
分
自
身
考
え
て
い
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
「
い
つ
か

必
要
に
な
る
日
が
来
る
か
も

知
れ
な
い
」
と
、
こ
ん
な
に

も
た
く
さ
ん
溜
め
込
ん
で
い

た
の
か
と
現
実
を
突
き
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

初
め
は
、
処
分
す
る
か
ど

う
か
迷
う
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
作
業
が
進
む
に

つ
れ
捨
て
る
こ
と
自
体
が
少

し
快
感
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん

ご
み
袋
が
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
更
に
、
ブ
ロ
グ
な
ど
で

は
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
へ
の
持
ち
込
み
や
フ
リ
マ

ア
プ
リ
へ
の
出
品
は
、
時
間

や
労
力
が
掛
か
り
、
い
つ
か

や
ろ
う
と
思
っ
て
結
局
は
手

放
せ
な
く
な
る
の
で
、
思
い

切
っ
て
処
分
し
た
方
が
良

い
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
さ

す
が
に
も
っ
た
い
な
い
と
思

う
物
は
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
へ

初
出
品
す
る
こ
と
に
し
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
案
外
す

ぐ
に
売
れ
る
も
の
も
あ
り
、

初
め
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
数
週
間
を
掛
け

て
洗
面
台
の
下
や
食
品
庫
、

食
器
類
な
ど
に
も
取
り
掛
か

り
、
か
な
り
の
数
の
ご
み
袋

を
廃
棄
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

自
分
の
中
で
は
、
か
な
り

の
ご
み
袋
の
数
で
あ
っ
た
た

め
、
気
分
も
良
く
、
爽
快
感

に
溢
れ
、
さ
ぞ
か
し
家
の
中

の
見
栄
え
も
良
く
な
っ
た
に

違
い
な
い
と
家
の
中
を
見
渡

し
て
み
る
と
、
今
ま
で
と
ほ

ぼ
変
わ
り
な
い
、
い
や
、
む

し
ろ
そ
の
間
に
子
ど
も
の
新

し
い
お
も
ち
ゃ
が
増
え
て
い

て
、
更
に
物
が
溢
れ
か
え
っ

て
い
る
風
景
が
広
が
っ
て
お

り
愕が

く
ぜ
ん然

と
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

私
が
片
付
け
た
の
は
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
の
中
、洗
面
台
の
棚
、

食
品
庫
や
食
器
棚
の
中
な

ど
、
普
段
見
え
な
い
所
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
す
。
片
付
け

た
労
力
に
対
し
、
見
え
る
効

果
が
全
く
無
か
っ
た
た
め
や

る
気
が
急
激
に
し
ぼ
ん
で
し

ま
い
、
そ
の
後
そ
の
ま
ま
の

状
態
を
維
持
し
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
方
々

の
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に

大
事
な
物
を
見
極
め
て
、
必

要
な
物
だ
け
を
取
り
込
む
こ

と
で
楽
に
生
き
た
い
と
い
う

考
え
に
は
共
感
し
、
目
指
し

た
い
と
強
く
決
意
し
た
の
で

す
が
、
実
際
、
自
宅
の
中
の

見
た
目
は
何
も
変
わ
ら
ず
の

ま
ま
、
自
分
の
中
の
断
捨
離

ブ
ー
ム
、
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
を

目
指
す
計
画
は
あ
っ
け
な
く

終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

家
の
中
の
不
用
品
達
、
果

た
し
て
い
つ
来
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
も
う
一

度
、
私
に
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
に

な
り
た
い
ブ
ー
ム
が
来
る
は

ず
で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
覚

悟
し
て
待
っ
て
い
て
下
さ

い
。�

（
一
部
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令和４年度　全国医師会勤務医部会連絡協議会

愛知県医師会理事／愛知県医師会勤務医部会副部長／
ＪＡ愛知厚生連安城更生病院名誉院長  浦田士郎

「医療新時代を切り開く
   勤務医の矜持～コロナを克（こ）えて～」を
                         メインテーマに開催

令
和
４
年
度
（
第
42
回
）

全
国
医
師
会
勤
務
医
部
会
連

絡
協
議
会
（
日
本
医
師
会
主

催
、
愛
知
県
医
師
会
担
当
）

が
10
月
15
日
に
、
「
医
療
新

時
代
を
切
り
開
く
勤
務
医
の

矜
持
～
コ
ロ
ナ
を
克
（
こ
）

え
て
～
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
、
名
古
屋
市
内
で
３
年

ぶ
り
の
現
地
参
集
開
催
で
行

わ
れ
、
全
国
か
ら
１
９
６
名

が
参
加
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
は
松

本
吉
郎
会
長
が
、
医
師
会
の

会
務
運
営
に
お
い
て
、
（
１
）

地
域
か
ら
中
央
へ
、
（
２
）

国
民
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
医

師
会
へ
、
（
３
）
医
師
の
期

待
に
応
え
る
医
師
会
へ
、

（
４
）
一
致
団
結
す
る
強
い

医
師
会
へ

─
を
柱
に
掲
げ

て
お
り
、
特
に
医
師
会
の
組

織
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
し
た
他
、
柵
木
充
明
愛

知
県
医
師
会
長
は
、
「
勤
務

医
と
の
一
層
の
協
働
が
必
要

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
新
た
な
局
面
を
迎
え
た

地
域
医
療
構
想
・
働
き
方
改

革
・
医
師
確
保
対
策
を
軸
に

し
た
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
の
議
論
を
通
じ
て
、
医
療

新
時
代
に
向
け
た
「
愛
知
宣

言
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

特
別
講
演
Ⅰ
「
医
師
会
の

組
織
強
化
に
向
け
て
」

松
本
会
長
は
、
日
本
医
師

会
が
医
療
界
を
代
表
す
る
国

の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

は
、
全
て
の
医
師
を
代
表
す

る
組
織
と
し
て
対
外
的
に
も

認
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
と
強
調
。
日
本
医
師
会
が

プ
レ
ゼ
ン
ス
と
発
言
力
を
高

め
、
国
民
の
健
康
と
生
命
を

守
り
、
医
師
の
医
療
活
動
を

支
え
る
と
い
う
医
師
会
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に

は
、
組
織
強
化
が
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
推
進
に
当
た
り
、

「
令
和
５
年
度
よ
り
実
施
す

る
医
学
部
卒
後
５
年
目
ま
で

の
会
費
減
免
期
間
延
長
は
、

全
て
の
医
師
会
が
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
」
と
し
て
、
協

力
を
求
め
た
。

特
別
講
演
Ⅱ
「
社
会
の
共

有
財
と
し
て
『
知
の
コ
モ

ン
ズ
』
を
め
ざ
す
東
海
国

立
大
学
機
構
の
挑
戦
～
総

合
知
の
活
用
に
よ
る
人
類

社
会
の
課
題
解
決
へ
の
取

り
組
み
～
」

松
尾
清
一
東
海
国
立
大
学

機
構
長
は
、
「
日
本
は
過
去

30
年
間
で
の
未
来
へ
の
投
資

不
足
か
ら
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン

ス
が
急
落
し
て
い
る
ば
か
り

で
な
く
、
少
子
超
高
齢
化
と

人
口
減
少
と
い
う
問
題
も
抱

え
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学

ん
だ
よ
う
に
多
領
域
の
叡え

い

ち智

結
集
に
よ
っ
て
未
来
医
療
を

共
創
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。

特
別
講
演
Ⅲ
「
２
０
４
０

年
の
医
療
介
護
」

香
取
照
幸
上
智
大
学
教
授

／
未
来
研
究
所
臥
龍
代
表
理

事
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
国

民
皆
保
険
を
支
え
る
わ
が
国

独
特
の
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構

造
問
題
が
露
呈
し
た
」
と
し
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、「
医

療
提
供
体
制
の
構
造
改
革
」

「
病
院
の
機
能
分
化
と
連
携
」

「
選
択
と
集
中
」
「
地
域
完
結

型
医
療
へ
の
転
換
」
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し

た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
医
療

新
時
代
の
病
院
機
能
分
化

と
連
携
推
進
～
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
あ
る
べ
き
姿
を

問
う
～
」

長
谷
川
好
規
国
立
病
院
機

構
名
古
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
院

長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し

た
病
院
の
感
染
対
策
構
造
、

病
床
と
医
療
者
の
確
保
、
病

原
体
遺
伝
子
検
査
体
制
の
問

題
点
を
指
摘
し
、
医
療
シ
ス

テ
ム
刷
新
の
重
要
性
を
述
べ

た
。松

浦
昭
雄
一
宮
市
立
市
民

病
院
長
は
、
医
師
会
・
病
院
・

保
健
所
間
で
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
医
師
会
長
・
病
院
長
に

よ
る
訪
問
活
動
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
第
６
波
襲
来
前
に

各
医
療
機
関
の
役
割
分
担
が

で
き
た
こ
と
を
報
告
し
、
自

治
体
の
枠
を
超
え
た
連
携
の

必
要
性
を
述
べ
た
。

度
会
正
人
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生

連
安
城
更
生
病
院
長
は
、
地

域
医
療
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
設
立
に
よ
る
情
報
共
有

と
連
携
強
化
の
段
階
か
ら
、

機
能
分
化
に
踏
み
込
む
必
要

性
を
強
調
し
た
。

愛知宣言

　少子超高齢化時代の日本における2040年の医療提供体制を
展望して、地域医療構想実現に向けたさらなる取組み、医師・
医療従事者の働き方改革、実効性のある医師偏在対策が「三
位一体」として推進されている。一方、新型コロナウイルス
感染症は、我が国の医療提供体制の潜在的課題を露呈させた。
医師の時間外労働上限規制における適用開始が2024年に迫っ
ているなか、医療関係者はそれぞれの存続をかけて、これら
解答困難な命題に対峙している。国民の膨大な医療ニーズが
長時間労働を厭

い と

わない医師・医療従事者の自己犠牲によって
支えられている実態が正しく理解され、「医療者の健康への配
慮」と「地域医療の継続性」との両立が図られることが極め
て重要である。医療を取り巻く環境が急速に困難なものに変
化しつつある現在、勤務医は積極的に発信して日本の医療の
望ましい変革を牽引してゆくべきである。

次の通り宣言する。

一、�地域における医療関係者の自主的協議の取り組みを、連
携推進と機能分化のために組織化し、地域の医療を守る
基盤として進化発展させる。

一、��医師の働き方改革は、持続可能で質の高い医療提供体制
の構築と両立させながら進める。

一、�勤務医は医療現場の声に裏打ちされた説得力のある議論
展開を主導してゆく。
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全国医師会勤務医部会連絡協議会　愛知　

太
田
圭
洋
名
古
屋
記
念
財

団
理
事
長
は
、
医
療
提
供
体

制
改
革
や
行
政
権
限
の
強
化

が
急
速
に
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
危
機
感
を
示
す
と
と
も

に
、
病
棟
で
は
な
く
、
病
院

機
能
分
化
の
議
論
が
必
要
で

あ
る
と
し
た
。

伊
藤
伸
一
愛
知
県
病
院
団

体
協
議
会
長
は
、
県
内
五
病

院
団
体
が
結
束
し
た
協
議
会

と
構
想
区
域
別
自
主
的
協
議

体
の
設
立
の
経
緯
や
、
コ
ロ

ナ
病
床
確
保
促
進
の
た
め
の

病
院
間
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
─

Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

を
紹
介
。
「
本
県
で
地
区
医

師
会
と
の
連
携
の
下
に
、
あ

い
ち
五
病
協
が
一
定
の
機
能

を
果
た
し
た
よ
う
に
、
各
県

で
も
各
自
主
的
協
議
体
が
機

能
分
化
と
連
携
推
進
の
調
整

機
能
を
担
っ
て
い
く
べ
き
」

と
主
張
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
「
医
師

の
働
き
方
改
革
～
光
と
陰

～
」成

瀬
友
彦
春
日
井
市
民
病

院
長
は
、
働
き
方
改
革
に
向

け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
上
で
、
医
療
の
質

が
低
下
す
る
懸
念
を
示
し
、

医
療
の
質
の
担
保
が
求
め
ら

れ
る
と
し
た
。

河
野
弘
日
本
海
員
掖
済
会

名
古
屋
掖
済
会
病
院
長
は
、

コ
ロ
ナ
医
療
も
含
め
て
、
全

て
の
患
者
を
断
ら
ず
受
け
入

れ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
機

能
の
継
続
の
た
め
に
重
要
な

特
定
診
療
科
の
現
状
に
つ
い

て
、
負
担
軽
減
の
た
め
に
求

め
ら
れ
る
医
師
の
増
員
が
困

難
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
報

告
し
た
。

細
井
延
行
名
古
屋
鉄
道
健

康
保
険
組
合
名
鉄
病
院
顧
問

は
、
時
間
外
労
働
が
９
６
０

時
間
を
超
え
る
医
師
の
超
過

時
間
を
同
院
の
医
業
収
入
に

当
て
は
め
て
試
算
す
る
と
、

年
間
約
２
億
１
０
０
０
万
円

減
収
と
な
る
と
の
結
果
を
報

告
。
医
師
業
務
削
減
・
宿
日

直
許
可
の
検
討
を
進
め
つ
つ

も
、
経
営
上
の
要
と
な
る
特

定
診
療
科
に
は
慎
重
な
対
応

も
求
め
ら
れ
る
と
指
摘
し

た
。湯

澤
由
紀
夫
藤
田
医
科
大

学
長
は
、
労
働
時
間
縮
減
に

よ
る
地
域
医
療
崩
壊
や
研
究

力
低
下
の
回
避
に
は
制
度
設

計
、
人
的
財
政
的
支
援
、
国

民
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
と

す
る
と
と
も
に
、
「
医
師
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
徹
底
教
育
が
あ
っ
て
こ
そ

の
働
き
方
改
革
で
あ
る
」
と

強
調
し
た
。

春
原
晶
代
聖
霊
会
聖
霊
病

院
長
は
、
愛
知
県
医
師
会
男

女
共
同
参
画
委
員
会
が
行
っ

た
「
働
き
方
改
革
が
地
域
医

療
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

を
基
に
、
２
０
０
床
以
上
の

病
院
の
半
数
以
上
が
、
医
師

の
増
員
な
し
に
は
２
０
２
４

年
以
降
の
救
急
体
制
を
維
持

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
実
態

が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
、
病

院
間
連
携
と
役
割
分
担
、
地

域
住
民
へ
の
周
知
の
必
要
性

を
訴
え
た
。

愛
知
宣
言
採
択

小
出
詠
子
愛
知
県
医
師
会

理
事
／
勤
務
医
部
会
副
部
長

が
「
愛
知
宣
言
」（
左
掲
）
を

提
案
し
、
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
、
協
議
会
は
閉
会
と
な

っ
た
。
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